
「コロナ禍での健康づくり」バトンリレー連載⑤ 

 

「透析室での感染対策」           みさと健和クリニック 透析室 

 

みさと健和クリニック透析室は、クリニック 3 階にあります。 

維持透析患者、約 280 名が週 3 回・1 回 4 時間の透析治療に通院、ワンフロアで一度に大勢

が透析をうけます。 

皆さん、新型コロナウイルスに感染症した場合「透析患者は重症化リスクが高く入院の対象」

と、テレビ等で聞いたことがあると思います。 

そのため、透析室では「患者を守る」「スタッフも守る」を目標に感染予防対策を徹底して

きました。 

その一部を紹介します。 

①手洗い・うがい・マスクの着用 

②蜜を避け・換気 

③毎日体温を測定し体温票を記載・発熱時には連絡する、等々 

更には、ワクチン接種も促し、患者・スタッフ共接種率は 9７％以上！ 

クラスター化することなく今日に至ります。 

地域の皆さんも、不安や心配、やり場のない思いなど様々な経験をされたと思います。 

心の健康を保つため、無事に一日終えることが出来ることに感謝し、寝る、誰かと話すこと

は、とても大切です。 

今後も、感染防止対策と自身の体調確認をお願いします。 

受診やデイサービス利用する時、熱がある場合や「いつもと違うなぁ」と思う時は、事前に

連絡を入れてくださいね。 

感染対策は一人だけでなく皆でやることが重要です。自分も周りの方も守りましょう。 

           

  


